


（おそらくお気づきの通り）本問は差押えの適法性を問題としているので、緊急処分説の方が書きやすい。



どういう意味の防御の利益なのかが問題。

被疑事実の内容を特定した方がよい。

違法な別件差押えに当たるか否か（最高裁昭和５１年判決参照）についても検討していればなおよい。

A



判例の基準では、①共通性＋②非両立性により「基本的事実関係」が同一か否かを判断する。また、「社会通念上同一」という表現で何が言いたいのか、意味不明。

A

あてはめは、概ね書けている。




